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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本の郊外住宅地で持続的で良好な居住環境を維持する仕組みを構築する
ため，住宅地の維持管理システムで先進しているカナダの主要都市について，地誌学的な研究手法で調査を行
い，日本の都市における住宅地の維持管理システムと比較する．これにより，日本に応用可能な住宅地の維持管
理システムを明らかにすることを目的とした．
初年度は，カナダでの現地調査と権威との議論を行った。翌年には，都市の居住環境の維持管理に関して，日本
の都市とは異なるメカニズムで問題に直面する欧州都市を訪問し，関係団体へのインタビュー調査を実施した。
翌年は，北米都市での居住環境の実態調査等を行った。一連の成果を国際学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to establish sustainable urban management system in 
shrinking Japanese cities through comparison with the result of geographical field surveys in 
Canadian cities. To achieve it, we conducted field surveys in Toronto, Vancouver, and Portland in 
the U.S. In addition, we visited Spanish and British cities which also challenge urban shrinkage and
 an increase in vacuum space within cities. 

研究分野： 都市地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
戦後，日本の住宅制度では，住宅の量

的充足を目指して核家族世帯による持
家取得の促進に重きが置かれてきた．こ
れにより，1960 年代から全国的に郊外で
の住宅地開発が進められ，人々は「住宅
すごろく」の上がりを目指して郊外の戸
建住宅地に転入して行った．しかしなが
ら，近年の郊外住宅地では，第一世代の
高齢化と第二世代の離家とが同時進行
し居住環境が悪化したり，ゴーストタウ
ン化したりする問題が指摘されている．
郊外住宅地が衰退しはじめた背景には，
日本において良好な居住環境を持続的
に維持管理していく仕組みが脆弱であ
ることがある．日本では住宅の新規取得
を支援する制度上の枠組みはあるが，中
古住宅の流通や老朽化住宅地の整備を
進める制度は欧米諸国と比べて進んで
いない（Kubo and Yui 2011）．また，社
会的側面に着目すると，郊外住宅地の多
くでは居住者の年齢や世帯構成が均質
的であるために，居住者の加齢にともな
い地域社会も衰退せざるを得ない状況
にある． 
応募者は，良好な居住環境を持続的に

維持管理していくためには，住民の年齢
構成や社会階層のバランスが保たれ，適
度な転出入があること，つまり良好なソ
シアルミックスの実現が重要であると
考える（Kubo et.al 2010）．人種や階層
間の軋轢が大きい欧州（特に英国）では，
1960 年代頃から，ソシアルミックスの考
え方を住宅地の計画に取り入れ，労働者
階級に多くの機会を与えることで，住民
間の軋轢を減らし，居住性の高い調和の
とれたコミュニティを作ろうとしてき
た歴史がある．その歴史の中で良好なソ
シアルミックスを実現しているのが，カ
ナダの都市である．カナダは，米国に接
していながら英国の福祉社会的な思想
を取り入れたため，適度に資本主義的な
要素と福祉社会的な要素が合わさって
社会が成立している．裕福な移民が多い
こともあり人種や社会階層間の軋轢が
英米と比較して極めて少なく，良好な多
文化共生社会が形成されている．また，
共働き世帯の居住する地区として都心
部が好まれている点など日本と共通す
る部分を有するため日本との比較に適
している． 
そこで，本研究では，良好なソシアル

ミックスが実現されているカナダと日
本の住宅地の維持管理に関する仕組み
を比較することで，日本で良好な居住環
境を維持する仕組みを明らかにする． 

２．研究の目的 

本研究は，日本の郊外住宅地で持続的

で良好な居住環境を維持する仕組みを

構築するため，住宅地の維持管理システ

ムで先進しているカナダの主要都市に

ついて，地誌学的な研究手法で調査を行

い，日本の都市における住宅地の維持管

理システムと比較する．これにより，日

本に応用可能な住宅地の維持管理シス

テムを明らかにする． 

３．研究の方法 

１）良好なソシアルミックスの先進地バ

ンクーバー，トロントで地誌学的な住

宅地調査を実施する． 

２）日本と同様に空き家増加や都市縮小

に直面するスペインおよびイギリス

北部地域を訪問し，現地の権威や関係

機関へのインタビュー調査を行う．ま

た，持続可能な都市政策の先進地であ

るポートランドの都市計画関係者と

の議論を行う． 

 ３）北米と日本の維持管理システムを比較
し，日本に応用可能な仕組みを明らかに
する． 

 
４．研究成果 
2014 年度は，日本国内における住宅地の維

持管理システムや住宅地衰退の実態に関す
る調査を実施し，その成果を国際比較するた
めに海外の研究者らとの議論を深めた．また，
カナダでの現地調査を実施し，おおむね順調
に研究計画を遂行できた．来年度は，カナダ
を中心に北米都市での視察や調査を実施し
て研究を深めていく予定である． 
 具体的な研究業績については，まず，4 月
には北米の都市研究者らとの情報交換のた
め，アメリカ地理学会に参加した．5月には，
博士論文とその後の研究成果を経済地理学
会のフロンティセッションで発表し，それを
日本地理学会の出版助成を受けて書籍とし
て発表した．8 月には，国際地理学連合の地
域大会と同・都市地理学部会のプレコングレ
スに参加し，日本での調査結果について議論
を深めた．10月にはカナダ日本研究学会で日
本の都市における人口高齢化にともなう郊
外住宅地の変化についてのセッションを組
み現地の研究者らと議論を深めた．また，学
会後にはトロントとバンクーバーにおいて
住宅地の視察・調査を実施した． 
 これらの成果として，書籍（単著・査読有）
を出版したほか，書籍中の研究論文を3本（う



ち英語２本），査読有論文を 3 本（うち 2 本
は筆頭著者），査読なし論文を 4 本（うち 3
本は筆頭著者）発表した． 
2015 年度は，海外都市で住宅地が抱える問

題とその対策についての文献調査，ヨーロッ
パおよび北米都市における住宅地開発や住
宅地の維持管理システムの現地調査，欧米の
研究者らとの意見交換と学会発表を行った．
また，国内都市についても，地方都市におけ
る中心部と郊外住宅地の居住環境悪化（高齢
化にともなう地域コミュニティの弱体化や
空き家の増加など）に対する地域住民の対応
などについての調査を実施した． 
 8 月には国際地理学連合（IGU）都市地理コ
ミッション大会に参加し，カナダおよびヨー
ロッパの研究者らと現地の都市開発，住宅地
開発の視察を行うとともに，これまでの国内
外での研究成果を発表し議論を深めた．その
結果，日本の住宅地が直面している住宅地の
維持管理システムの欠如による居住環境の
悪化や空き家の増加などの，住宅地の持続性
に関わる問題が顕在化している欧米都市の
研究者（スペイン，アイルランド）と有意義
な意見交換をすることができ，今後の共同研
究につなげるように調整することとなった．
また，9 月にはアメリカのシカゴで開催され
た国際社会学会（ISA)RC43（Housing and the 
Built Environment）大会に参加し，住宅問
題や公営住宅のコミュニティなどを専門と
する現地の研究者と住宅地の維持管理に関
する議論を行った． 
 結果として，国際学会での研究発表を 3回
行い，査読無し論文を 5本，単著と編著を各
1冊のほか，書籍原稿を 4本公表した． 
2016 年度は，日本国内の都市（岐阜市，可

児市，豊橋市等）における居住環境と住宅地
の維持管理に関する実態調査や空き家等の
高齢化やシュリンケージに伴う生活環境の
変化に関する調査を実施した．さらに，カナ
ダのトロント，バンクーバーに滞在して現地
調査を実施した．カナダでは，住宅地の維持
管理や住宅地の変化の様子を明らかにする
ため，都心再開発と郊外住宅地開発（トロン
ト），外国人の住宅取得税や空き家税等の導
入（バンクーバー）に関して，現地の都市地
理学者，都市計画家，不動産関係者，経済学
者，行政関係者らへのインタビューを実施し
た．また，アメリカ合衆国ポートランドを訪
問し，持続的な都市政策について現地の都市
計画や人口学の学者らからレクチャーを受
け，日本の都市に応用可能な要素について考
察を深めた． 
 これらの成果は，IGU（国際地理学連合） 
Urban Geography commission meeting，IGU 
Beijing meeting 等の国際学会，地理空間学
会などの国内学会において発表し議論を深
めた．また，書籍を出版し，学会 Proceedings
等に論文が掲載されたほか，国内雑誌に論文
が複数掲載された．平成 28 年度には，地理
空間学会から「学術賞」を授与された． 

 2017 年度は、行政、コミュニティ、一般住
民等へのインタビューなどの現地調査を行
ったほか、論文や書籍の執筆を進めた． 
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